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「
河
上
肇
博
士
関
係
資
料
」
⑭

№

筆

者

名

題

名

掲

載

紙

誌

名

巻
・
号
他

発
行
年
・
月
・
日

西
暦

発

行

所

606

桑
原
武
夫

河
上
肇
「
自
叙
伝
」
岩
波
講
座
「
文
学
の
創
造
と
鑑
賞
」

第
１
巻

ｓ
・
29
・
11
・
29

1954

岩
波
書
店

（
転
）

桑
原
武
夫
文
芸
評
論
集

フ
ラ
ン
ス
的
と
い
う
こ
と

ｓ
・
32
・
３
・
15  

1957 

岩
波
書
店

（
転
）

新
選

現
代
日
本
文
学
全
集

第
34
巻

ｓ
・
34 
・
９

1959 

筑
摩
書
房

607

伊
藤
證
信

故
河
上
肇
と
無
我
愛

無
我
愛

第
212
号

ｓ
・
30
・
５

1955

不
二
出
版

608

細
川
嘉
六

赤
色
戦
線
の
河
上
肇

文
芸
春
秋
（
増
刊
）

人
物
風
雲
読
本

ｓ
・
30
・
６
・
１

1955

文
芸
春
秋
社

（
転
）
細
川
嘉
六
著
作
集

第
１
巻
帝
国
主
義
と
日
本

ｓ
・
48

・
４

1973

理
論
社

609

川
口
武
彦

堺
利
彦
と
唯
物
史
観
研
究

思
想

第
375
号

ｓ
・
30
・
９
・
１

1955

岩
波
書
店

610

大
宅
壮
一

山
川
均
・
福
本
和
夫
・
河
上
肇

中
央
公
論

第
70
年
11
号
ｓ
・
30
・
11
・
１
1955

中
央
公
論
社

創
刊
70
周
年
記
念
号
（
特
別
付
録
）

河
上
肇
の
「
社
会
主
義
評
論
」

読
売
新
聞
80
年
史

第
３
編
文
学
新
聞
時
代

ｓ
・
30
・
12
・
１

1955

読
売
新
聞
社

612

長
谷
部
文
雄

「
資
本
論
」
と
わ
が
師
わ
が
友
（
一
）

経
済
評
論

第
５
巻
１
号

ｓ
・
31
・
１
・
１

1956

日
本
評
論
社

同

（
二
）

第
５
巻
２
号

ｓ
・
31
・
２
・
１

1956

日
本
評
論
社

（
転
）

資
本
論
随
筆

青
木
新
書

ｓ
・
31
・
７

1956

青
木
書
店

613

天
野
敬
太
郎
編

河
上
肇
随
想
録
（
河
出
新
書
165
）

ｓ
・
31
・
１
・
25 

1956

河
出
書
房

614

末
川

博

河
上
肇
随
想
録

序
（
河
上
肇
随
想
録

河
出
新
書
165
）

ｓ
・
31
・
１
・
25

1956

河
出
書
房

（
転
）

末
川

博
随
想
全
集

第
９
巻

ｓ
・
47
・
８
・
25

1972

粟
田
出
版
会
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№

筆

者

名

題

名

掲

載

紙

誌

名

巻
・
号
他

発
行
年
・
月
・
日

西
暦

発

行

所

615

大
内
兵
衛

記
念
碑
に
お
け
る
河
上
肇
―
ま
じ
め
な
理
想
主
義
の
人
―

朝
日
新
聞

第2
5
1
3
8

号

ｓ
・
31
・
１
・
27

1956

朝
日
新
聞
社

616

故
河
上
肇
博
士
の
墓
碑
と
歌
碑
除
幕
式

朝
日
新
聞

青
鉛
筆

ｓ
・
31
・
１
・
30

1956

朝
日
新
聞
社

617

杉
原
四
郎

河
上
肇
博
士
の
労
働
観

逝
去
十
周
年
に
よ
せ
て

経
済
評
論

第
５
巻
２
号

ｓ
・
31
・
２
・
１

1956

日
本
評
論
新
社

618

大
内
兵
衛

彼
は
矛
盾
を
矛
盾
と
し
な
い

神
戸
新
聞

ｓ
・
31
・
２
・
３

1956

弘
文
堂

（
転
）

我
・
人
・
本
（「
彼
は
矛
盾
を
矛
盾
と
し
な
い
」）

ｓ
・
33
・
12

1958

岩
波
書
店

（
転
）

高
い
山

人
物
ア
ル
バ
ム

ｓ
・
38
・
10
・
10

1963

岩
波
書
店

619

堀
江
邑
一

続
・
近
代
日
本
の
ア
ル
バ
ム

図
書
新
聞

第
334
号

ｓ
・
31
・
２
・
11

1956

図
書
新
聞
社

礎
石
を
す
え
た
人
々
（
３
）
河
上
肇

620

宇
野
浩
二

絵
に
か
い
た
菓
子
（
食
べ
も
の
随
筆
小
泉
信
三
等
著
）

河
出
新
書
185

ｓ
・
31 
・
２

1956

河
出
書
房

621

北
御
門
二
郎

栄
養
失
調
の
河
上
肇

中
央
公
論
通
巻
810
号
第
71
年
３
号
ｓ
・
31
・
３
・
１

1956

中
央
公
論
社

622

松
田
道
雄

青
春
群
像
「
社
会
科
学
」
は
な
や
か
な
り
し
頃

河
出
新
書
185

ｓ
・
31
・
３
・
10

1956

河
出
書
房

623

奈
良
本
辰
也

河
上
肇
先
生
の
思
い
出

洛
味

第
53
集

ｓ
・
31
・
３
・
11

1956

洛
味
社

624

天
野
敬
太
郎

河
上
肇
博
士
文
献
志

ｓ
・
31
・
３
・
25

1956

日
本
評
論
新
社

625

三
枝
博
音

か
わ
か
み
・
は
じ
め
（
河
上
肇
）

日
本
の
唯
物
論
者

第
４
章

ｓ
・
31 
・
６
・
30

1956

英
宝
社

626

平
田
喜
久
雄

価
値
論
序
説
河
上
博
士
の
所
謂
「
価
値
人
類
犠
牲
説
」
批
判

福
岡
大
学
経
済
学
論
叢

第
１
巻
１
号

ｓ
・
31
・
７
・
１

1956

福
岡
大
学
研
究
所

627

津
田
青
楓

青
楓
略
年
譜

盲
亀
半
生
記

ｓ
・
31
・
９
・
７

1956

非
売
品

628

山
崎
安
雄

弘
文
堂
と
河
上
肇

日
販
通
信

第
192
号

ｓ
・
31
・
９

1956

日
本
出
版
販
売

629 

石
川
興
二

河
上
肇
先
生
の
歌
碑
に
つ
い
て

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ

第
77
巻

ｓ
・
31
・
９

1956

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ
の
会
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№

筆

者

名

題

名

掲

載

紙

誌

名

巻
・
号
他

発
行
年
・
月
・
日

西
暦

発

行

所

630

臼
井
吉
見

「
宣
言
一
つ
」
論
争
―
個
人
と
社
会
に
関
す
る
河
上
肇
の
立
論

近
代
文
学
論
争

上
巻

ｓ
・
31
・
10
・
30

1956

筑
摩
書
房

631

宮
川

実

河
上

肇

現
代
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
講
座

第
４
巻

ｓ
・
31
・
11

1956

宝
文
館

（
再
）

同

二
十
世
紀
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト

ｓ
・
44
・
５
・
15

1969

宝
文
館

632

川
口
武
彦

河
上
肇
氏
の
い
わ
ゆ
る
「
価
値
人
類
犠
牲
説
」
に
つ
い
て

佐
賀
大
学
法
経
論
集

第
４
巻
１
号
ｓ
・
31
・
12
・
20

1956

佐
賀
大
学

―
価
値
論
争
史
研
究
―

法
律
経
済
研
究
会

633

向
坂
逸
郎

地
代
論
争
の
頃

経
済
評
論

第
６
巻
１
号

ｓ
・
32
・
１
・
１

1957

日
本
評
論
社

634

四
宮
恭
二

朝
鮮
う
ち
わ

―
先
生
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
―

ｓ
・
32
・
４
・
10

1957

峯
書
房

635

寿
岳
文
章

河
上
肇
論

現
代
日
本
文
学
全
集

第
52
巻

ｓ
・
32
・
４
・
20

1957

筑
摩
書
房

636

中
野
重
治

三
人
の
文
章
家
（
中
江
兆
民
、
大
杉
栄
、
河
上
肇
）

現
代
日
本
文
学
全
集

第
52
巻

ｓ
・
32
・
４
・
20

1957

筑
摩
書
房

月
報
66

637

末
川

博

河
上
肇
の
あ
る
お
も
か
げ

現
代
日
本
文
学
全
集

第
52
巻

ｓ
・
32
・
４
・
20

1957

筑
摩
書
房

月
報
66

638

高
桑
純
夫

組
織
の
中
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
―
河
上
肇
の
人
間
造
型
―

日
本
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト

６
章

ｓ
・
32
・
５
・
15

/

1957

英
宝
社

639

大
熊
信
行

精
神
の
革
命
と
は
何
か

ｓ
・
32
・
６
・
25

1957

中
央
公
論
社

（
旧
）
「
国
家
悪
―
戦
争
責
任
は
誰
の
も
の
か
」

（
新
）
「
国
家
悪
―
人
類
に
未
来
は
あ
る
か
」

第
１
部
１
章
ｓ
・
56 
・
３
・
10

1981

論
創
社

640

和
辻
哲
郎

「
思
想
」
400
号
に
寄
せ
て
「
思
想
」
初
期
の
思
い
出

思
想

No.

402 

ｓ
・
32
・
12 
・
５

1957

岩
波
書
店

641

杉
原
四
郎

ミ
ル
と
マ
ル
ク
ス

ｓ
・
32

1957

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

2
 

642

住
谷
悦
治

河
上
肇
の
思
想
遍
歴
と
思
想
的
自
己
清
算
の
生
涯

日
本
経
済
学
史

第
５
編
１
章

ｓ
・
33
・
１
・
10

1958

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

孔
孟
的
人
道
主
義
よ
り
科
学
的
社
会
主
義
へ

理
想
と
し
て
の
社
会
主
義

無
我
愛
の
真
理
と
経
済
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
「
人
生
の
帰
趨
」

「
経
済
と
道
徳
」
論
―
若
き
日
の
河
上
肇
の
立
場

唯
物
史
観
へ
の
傾
向
―
「
時
勢
の
変
」
に
お
け
る
理
想
主
義
衰
退
の
指
摘
―
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№

筆

者

名

題

名

掲

載

紙

誌

名

巻
・
号
他

発
行
年
・
月
・
日

西
暦

発

行

所

643

河
上

秀

思
い
浮
か
ぶ
ま
ま
に

遠
く
で
か
す
か
に
鐘
が
鳴
る

下
巻

ｓ
・
33
・
１

1958

第
一
書
林

644

大
井

正

河
上
＝
福
田
論
争

日
本
近
代
思
想
の
論
理

第
４
章(

３)
 

ｓ
・
33
・
１
・
25

1958

合
同
出
版

645

住
谷
悦
治

福
田
時
代
か
ら
河
上
時
代
へ

日
本
経
済
学
史
上
の
人
々
⑤

経
済
セ
ミ
ナ
ー

第
14
号

ｓ
・
33
・
３
・
１

1958

日
本
評
論
新
社

646

楫
西
光
速

マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
の
成
立
―
河
上
肇
を
中
心
に
―

理
想

第
300
号

ｓ
・
33
・
５
・
１

1958

理
想
社

647

大
内
兵
衛

「
経
済
学
五
十
年
」
社
会
政
策
学
派
の
盛
衰
（
四
）

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

第
36
年
21
号

ｓ
・
33
・
５
・
24

1958

毎
日
新
聞
社

抜
き
難
き
人
道
主
義
者

河
上
肇

（
転
）

経
済
学
五
十
年

上
巻
２
章

ｓ
・
34
・
５
・
25 

1959

東
京
大
学
出
版
会

648

大
内
兵
衛

社
会
政
策
学
派
の
盛
衰
（
五
）

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

第
36
年
22
号
ｓ
・
33
・
５
・
31

1958

毎
日
新
聞
社

一
石
三
鳥
を
ね
ら
う
大
ダ
ヌ
キ

（
転
）

経
済
学
五
十
年

上
巻
２
章

ｓ
・
34
・
５
・
25 

1959

東
京
大
学
出
版
会

649

末
川

博

河
上
肇
―
わ
が
師
―

ｓ
・
33
・
６
・
30

1958

東
京
出
版

（
転
）

末
川
博
随
想
全
集

第
９
巻

ｓ
・
47
・
８
・
25

1972

粟
田
出
版
会

650

藤
森
成
吉

河
上
肇
伝
（
長
編
戯
曲
）

人
民

第
17
～
18
号
ｓ
・
33
・
６
・
７

1958

苺
書
房

651

岩
崎
允
胤

「
福
本
主
義
」
の
哲
学
に
つ
い
て

唯
物
論

第
６
、
７
号

ｓ
・
33
・
６

1958

札
幌
唯
物
論
研
究
会

652

伊
藤

整

正
宗
白
鳥
と
河
上
肇
―
日
本
文
壇
第
79
回
―

群
像

第
13
巻
７
号

ｓ
・
33
・
７
・
１

1958

講
談
社

653

大
内
兵
衛

マ
ル
ク
ス
主
義
の
開
花
期
（
四
）

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

第
36
年
32
号

ｓ
・
33
・
８
・
９

1958

毎
日
新
聞
社

河
上
肇
と
「
社
会
問
題
研
究
」

（
転
）

経
済
学
五
十
年

上
巻
５
章

ｓ
・
34
・
５
・
25 

1959

東
京
大
学
出
版
会

654

大
内
兵
衛

マ
ル
ク
ス
主
義
の
開
花
期
（
五
）

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

第
36
年
33
号

ｓ
・
33
・
８
・
16

1958

毎
日
新
聞
社

河
上
肇
の
再
評
価

（
転
）

経
済
学
五
十
年

上
巻
５
章

ｓ
・
34
・
５
・
25 

1959

東
京
大
学
出
版
会
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№

筆

者

名

題

名

掲

載

紙

誌

名

巻
・
号
他

発
行
年
・
月
・
日

西
暦

発

行

所

655

河
上
徹
太
郎

日
本
の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー

―
河
上
肇
の
章
―

中
央
公
論

第
73
巻
13
号
ｓ
・
33
・
12
・
１

1958

中
央
公
論
社

656

山
崎
安
雄

河
上
肇
訳
『
資
本
論
』
を
め
ぐ
っ
て

日
販
通
信

３
～
５

ｓ
・
33
・
12
～

1958

日
本
出
版
販
売

『
資
本
論
入
門
』
の
場
合

新
刊
月
報

34
・
２

『
貧
乏
物
語
』
が
文
庫
に
入
る

（
転
）

「
岩
波
文
庫
物
語
」
（
一
）

風
雪
論

ｓ
・
37
・
11
・
６

1962

白
鳳
社

657

和
田
耕
作

波
乱
の
は
じ
ま
り

私
の
昭
和
史

ｓ
・
33

1958

新
世
紀
出
版
社

（
転
）
京
都
帝
国
大
学
学
生
運
動
史

第
３
章
資
料
３
ｓ
・
59
・
10
・
３

1984

昭
和
堂

658

藤
田
省
三

あ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
学
者

河
上
肇

共
同
研
究

転
向

上
巻
第
１
篇

ｓ
・
34
・
１
・
10

1959

思
想
の
科
学
研
究
会

659

鈴
木
鴻
一
郎

河
上
博
士
の
著
書
を
蒐
め
る

資
本
論
と
日
本

ｓ
・
34
・
１

1959

弘
文
堂

（
転
）

一
途
の
人
―
東
大
の
経
済
学
者
た
ち
―

ｓ
・
53
・
５
・
25

1978

新
評
論

660

古
田

光

河
上
肇

近
代
日
本
の
思
想
家

９

ｓ
・
34
・
２
・
10

1959

東
京
大
学
出
版
会

661

青
地

晨

河
上
肇
と
法
学
部

「
現
代
史
の
曲
り
角
」

ｓ
・
34
・
３
・
30

1959

弘
文
堂

662

平
井
新
也

日
本
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
学
の
成
立

日
本
に
お
け
る
経
済
学
の
百
年

上
巻

ｓ
・
34
・
７
・
15

1959

慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
会
編
・
刊

663

平
井
新
也
他

河
上
肇

日
本
に
お
け
る
経
済
学
の
百
年

上
巻

ｓ
・
34
・
７
・
15

1959

慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
会
編
・
刊

664

遊
部
久
蔵

「
価
値
論
研
究
史
」
河
上
肇
博
士
の
見
解
―
資
本
主
義
的
商
品
説
日
本
に
お
け
る
経
済
学
の
百
年

上
巻

ｓ
・
34
・
７
・
15

1959

慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
会
編
・
刊

665

丸
山
真
男

近
代
日
本
の
思
想
と
文
学

一
つ
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
岩
波
講
座
日
本
文
学
史

第
15
巻

ｓ
・
34
・
８
・
31

1959

岩
波
書
店

（
転
）

丸
山
真
男
集

第
８
巻

H
・
８
・
２
・
７

1996

岩
波
書
店

666

湯
浅

晃

河
上
肇
の
思
想

日
本
近
代
社
会
思
想
史

岸
本
英
太
郎
等
編
著

第
３
章

ｓ
・
34
・
10
・
１

1959

青
木
書
店

667

梯

明
秀

「
資
本
論
」
冒
頭
文
節
の
体
系
的
意
味

ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
と
資
本
論

第
２
章

ｓ
・
34
・
11
・
30

1959

未
来
社

河
上
博
士
に
よ
る
解
説
と
そ
れ
に
対
す
る
批
判

668

星
野
周
一
郎

「
貧
乏
物
語
」
の
発
展

社
会
福
祉
評
論

第
18
号

ｓ
・
34
・
12
・
10

1959

大
阪
女
子
大
学

社
会
福
祉
研
究
会
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筆
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名
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名

掲

載

紙

誌

名

巻
・
号
他

発
行
年
・
月
・
日

西
暦

発

行

所

669

渡
部

徹

友
愛
会
京
都
第
一
支
部
の
活
動

京
都
地
方
労
働
運
動
史

第
２
編

ｓ
・
34
・
12
・
21

1959

三
月
書
房

「
友
愛
会
」
と
河
上
肇

普
通
デ
モ
と
労
働
者
大
会

670

内
田
義
彦

明
治
末
期
の
河
上
肇

日
本
資
本
主
義
の
諸
問
題

第
１
編

ｓ
・
35
・
１
・
25

1960

未
来
社

（
小
林
良
正
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
）
山
田
盛
太
郎
編

671

水
谷
長
三
郎

水
谷
記
（
京
大
時
代
）
水
谷
記
（
弁
護
士
）

文
芸
春
秋

第
38
巻
２
号
ｓ
・
35
・
２
・
１

1960

文
芸
春
秋
社

（
転
）

水
谷
長
三
郎
伝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

１)

～(

２)

ｓ
・
38
・
３
・
21

1963

水
谷
長
三
郎
伝
刊
行
会

672

宮
西
一
積

河
上
肇

近
代
思
想
の
日
本
的
展
開

第
５
編

ｓ
・
35
・
５
・
１

1960

福
村
書
店

673

麻
生
良
方

河
上
先
生
と
浅
沼
さ
ん

国
民
評
論

ｓ
・
35
・
５

1960

国
民
評
論
社

674

大
塚
有
章

河
上
と
二
人
で
現
場
検
証
―
山
宣
が
暗
殺
さ
れ
た
旅
館
に
て

未
完
の
旅
路(

三
一
新
書) 

第
２
巻

ｓ
・
35
・
７

1960

三
一
書
房

（
転
）

未
完
の
旅
路
（
新
装
版
）

第
２
巻
３
章

ｓ
・
51
・
３
・
15

1976

三
一
書
房

675

岩
村
登
志
夫

共
産
党
創
立

大
阪
地
方
労
働
運
動
史
研
究

第
４
号

ｓ
・
35
・
８
・
１

1960

大
阪
地
方
労
働

運
動
史
研
究
会

（
転
）

日
本
人
民
戦
線
史
序
説
Ⅰ

小
岩
井
浄
論

ｓ
・
46
・
５
・
１

1971

校
倉
書
房

676

丸
山
真
男

学
生
に
す
す
め
た
い
本
―
現
代
に
生
き
る
古
典

朝
日
新
聞
夕
刊

ｓ
・
35
・
10 
・
19

1960

朝
日
新
聞
社

河
上
肇
「
貧
乏
物
語
」

（
転
）

丸
山
真
男
集

第
16
巻
雑
纂
Ⅳ
H
・
８
・
12
・
６

1996

岩
波
書
店

677

大
塚
有
章

九
仞
の
功
を
一
簣
に
虧
く
―
河
上
救
出
の
失
敗
―

未
完
の
旅
路
第
３
巻

ｓ
・
35
・
10

1960

三
一
書
房

煉
獄
の
一
年
間
―
転
向
者
の
一
つ
の
典
型
―

(

三
一
新
書)

（
転
）

未
完
の
旅
路
（
新
装
版
）

第
３
巻
６
章

ｓ
・
51
・
４
・
15

1976

三
一
書
房

678

内
田
義
彦

明
治
経
済
思
想
史
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
合
理
主
義

経
済
主
体
性
講
座

第
７
巻

ｓ
・
35
・
11
・
25

1960

中
央
公
論
社

有
沢
広
巳
等
編


